
 

 

 

 

新入生
しんにゅうせい

の皆
みな

さん、ご入学
にゅうがく

ありがとうございます。 

（入学式学校長式辞より） 

平年
へいねん

よりも早
はや

く満開
まんかい

となった桜
さくら

とともに、一雨
ひとあめ

ごとに春
はる

という季節
き せ つ

が感
かん

じられる今日
き ょ う

と

いう佳
よ

き日
ひ

に、三年
さんねん

ぶりにご来賓
らいひん

として、松原市
ま つ ば ら し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

をはじめ、PTA会長
かいちょう

南
みなみ

様
さ ま

、

そして多数
た す う

の地域
ち い き

ならびに保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

のご臨席
りん せ き

を 賜
たまわ

り、令和
れ い わ

五年度
ご ね ん ど

第七十八回
だいななじゅうはちかい

入学式
にゅうがくしき

が挙行
き ょ こ う

できますことを、高
たか

い位置
い ち

からではありますが、心
こころ

から感謝
かんしゃ

し、厚
あつ

く御礼
お れ い

申
も う

し上
あ

げます。 

さて、１１２人
にん

の新入生
しんにゅうせい

の皆
みな

さんならびに保護者
ほ ご し ゃ

のみなさま、ご入学
にゅうがく

ありがとうござい

ます。 

「あれ！？ 校長
こうちょう

先生
せんせい

、あいさつをまちがったんちゃうかー！？」と思
おも

った人
ひと

がいるかもし

れませんが、まだ松原三中
まつばらさんちゅう

で学校
が っ こ う

生活
せいかつ

を送
お く

っていないみんなの気持
き も

ちは「期待
き た い

」もある

かもしれませんが、「不安
ふ あ ん

」の方
ほう

が大
おお

きいかなあと思
おも

ったりします。そのような気持
き も

ちの中
なか

で、松原三中
まつばらさんちゅう

に入学
にゅうがく

してきてくれたことに、心
こころ

から感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを込
こ

めて「おめでとう」

ではなく、「ありがとう」と言
い

わせてもらうことにしています。 

卒業
そつぎょう

するときには、「三
さん

中
ちゅう

来
き

てよかったなあ」と、みんなが思
おも

ってくれたときに、心
こころ

から

「おめでとう！」と伝
つた

えたいと 考
かんが

えています。覚
おぼ

えておいてくださいね。 

あなたたちと始
は じ

めて会
あ

う１回目
か い め

の今日
き ょ う

は、皆
みな

さんに「このことだけは約束
や く そ く

してほしい」と

いうことを１つだけ伝
つた

えさせてください。 

まずは、これを見
み

てください。この一枚
いちまい

の大
おお

きな紙
かみ

が何
なに

かわかりますか？ 

これは私
わたし

たちの「心
こころ

」です。 

この紙
かみ

に例
た と

えた「心
こころ

」に今
いま

から、悪口
わ る く ち

を言
い

います。どうなるか見
み

ていてくださいね。ただ

し、今
いま

から言
い

う悪口
わ る く ち

は、例
た と

え話
ばなし

ですが、それでも聞
き

くのが嫌
いや

な人は耳
みみ

をふさいでいてもい

いので、我慢
が ま ん

しないでくださいね。 

●●●  ▲▲▲  ◆◆◆  ■■■  ★★★ （具体的
ぐ た い て き

な悪口
わ る く ち

を言
い

いました） 

このように、 私
わたし

たちの「心
こころ

」は、悪口
わ る く ち

を言
い

われたら、言
い

われるたびに、この紙
かみ

のように、

グシャグシャになっていきます。 

では、次
つぎ

に悪口
わ る く ち

に対
たい

しての謝罪
しゃざ い

をすると、どうなるか見
み

ていてくださいね。 

松原
まつばら

市立
し り つ

松原
まつばら

第三
だいさん

中学校
ちゅうがっこう

 

令和
れ い わ

５年４月１０日 



ごめんなさい  悪
わる

かった  もう言
い

いません  反省
はんせい

してます  本当
ほん とう

にすみませんでした 

 嫌
いや

なことを言
い

われても、ちゃんと 誤
あやま

ってくれたら、この紙
かみ

のように、元気
げ ん き

に戻
もど

ります。 

しかし、よくよく見
み

てみると、グシャグシャになった紙
かみ

は、きれいに広
ひろ

げても、一度
い ち ど

ついた

しわは元通
もとどお

りには戻
もど

ることはありません。 私
わたし

たちの心
こころ

も同
おな

じように元気
げ ん き

になったように見
み

えても、しわがつき、傷
きず

ついた心
こころ

は完全
かんぜん

に元
も と

にもどることはないのです。 

だからこそ、人
ひと

を傷
きず

つけるような悪口
わ る く ち

は、その人
ひと

の前
まえ

でも、その人
ひと

がいないところでも、

ＳＮＳの中
なか

でも絶対
ぜったい

に言
い

うべきではありません。 

（中略
ちゅうりゃく

） 

悪口
わ る く ち

には、冗談
じょうだん

で済
す

む言葉
こ と ば

から、冗談
じょうだん

では済
す

まない言葉
こ と ば

までいろいろあります。自分
じ ぶ ん

は冗談
じょうだん

だと思
おも

っていても、言
い

われた人
ひと

からすると冗談
じょうだん

にならないこともあります。 

特
と く

に、「自分
じ ぶ ん

の見
み

ためや特徴
とくちょう

」などといった、自分
じ ぶ ん

が努力
ど り ょ く

してもどうにもならないこと

や「自分
じ ぶ ん

の責任
せきにん

ではないこと」、「自分
じ ぶ ん

の家族
か ぞ く

のこと」や「自分
じ ぶ ん

のルーツ」といった、自分
じ ぶ ん

が大切
たいせつ

にしていることに対
たい

する悪口
わ る く ち

は冗談
じょうだん

では済
す

まない、いくら 謝
あやま

っても取
と

り返
かえ

しがつ

かない絶対
ぜったい

に許
ゆる

されない悪口
わ る く ち

です。 

先
さ き

ほど見
み

てもらったように、一度
い ち ど

ついた傷
きず

は、どれだけ 謝
あやま

っても、元
も と

には戻
もど

りません。そ

して言
い

った人
ひと

は覚
おぼ

えていなくても、言
い

われた人
ひと

は一生
いっしょう

そのことを忘
わす

れないでいることもあ

ります。 

今日
き ょ う

の約束
や く そ く

は、「人
ひと

を傷
きず

つけるような悪口
わ る く ち

を絶対
ぜったい

に言
い

わないこと」、このことを今日
き ょ う

の

入学式
にゅうがくしき

で約束
や く そ く

してほしいと思
おも

います。 

先生
せんせい

たちは、そのようないじめや差別
さ べ つ

につながる悪口
わ る く ち

を絶対
ぜったい

に許
ゆる

したくないと思
おも

って

います。だからこそ、みなさんも先生
せんせい

たちと同
おな

じように、そんな悪口
わ る く ち

を許
ゆる

さない人
ひと

になって

ほしいと思
おも

います。 

これがみなさんとする初
は じ

めての約束
や く そ く

です。 

最後
さ い ご

になりますが、保護者
ほ ご し ゃ

のみなさま、大切
たいせつ

なお子
こ

さまを松原三中
まつばらさんちゅう

に入学
にゅうがく

させていた

だき、本当
ほん とう

にありがとうございます。これから、一刻
い っ こ く

も早
はや

く、保護者
ほ ご し ゃ

の皆
みな

さまに信頼
しん ら い

され、

「先生
せんせい

まかせたで」とおっしゃっていただけるよう、そして三年後
み ね ん ご

、心
こころ

から「おめでとうござ

います」と胸
むね

を張
は

って言
い

えるよう努力
ど り ょ く

してまいる所存
し ょ ぞ ん

です。 

より一層
い っ そ う

のご支援
し え ん

、ご協力
きょうりょく

を心
こころ

よりお願
ねが

い申
も う

し上
あ

げ、式辞
し き じ

といたします。 

令和
れ い わ

５年
ねん

４月
がつ

７日 

松原
まつばら

市立
し り つ

松原
まつばら

第三
だいさん

中学
ちゅうがっ

校長
こうちょう

 野
の

﨑
ざき

龍
りょう

介
すけ

 



教職員紹介 

 １年 ２年 ３年 

担任 副担任 担任 副担任 担任 副担任 

１組 長江 ジョージ 石川 愛香 吉田 雄太 西澤 明子 由良 貴代 成田 収 

２組 富永 拓人 吉村 加良子 大森 葵 丸山 慶輔 大槻 知貴 
長谷川 剛志 
高 智美 

３組 長畑 友貴 吉村 加良子 木村 希実 
西澤 明子 

北嶋 進也 
遠藤 美希 

西井 一裕 

内本 悠貴 

４組 木村 めぐみ 松尾 唯樹 杉田 章 丸山 慶輔 清本 輝 
西井 一裕

長岡 未於 

代表 木村 めぐみ 兒玉 衣里 由良 貴代 

支援担当 石川 愛香・松尾 唯樹 北嶋 進也・丸山 慶輔 興梠 伸紀 

学校全体に関わる仕事をする先生方  

校長 野﨑 龍介 教頭 中田 圭祐 
首席 

人権教育担当 

佐藤 真智

子 

生徒指導 
吉田 雄太 

芝池 隆一朗 
教務主任 増田 健吾 進路指導主事 

長谷川 剛
志 

支援教育コーディネーター 
加納 美栄子 

松澤 明美 
通級指導担当 加納 美栄子 総合支援 李 貴美 

養護教諭 田中 彩菜 事務職員 
水野 嘉之 

梅本 奈於 
栄養教諭 瀬尾 麻衣子 

教育支援員 岩倉 紫帆 介助員 山口 美津江 スクールカウンセラー 村林 季実代 

技能職員 
数田 和人 

仲谷 佳人 
    

教職員異動のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

三中を去られた先生方 

大畑 直輝→大阪府教育委員会 

川口 剛史→松原市人権交流センター 

赤阪 俊介→松原第七中学校 

舟尾 夢子→松原中学校 

南岡 可奈→松原第四中学校 

濱田 優 →東淀高等支援学校 

谷口 佳子→堺支援学校 

中 詩織→退職 

松下幸太郎→退職 

安枝 楓 →退職 

 

三中に来られた先生方 

松原第六中学校→富永 拓人 

松原第四中学校→大槻 知貴 

松原中学校  →長畑 友貴 

松原第六中学校→木村 めぐみ 

松原中学校  →木村 希実 

松原第四中学校→内本 悠貴 

→田中 彩菜 

松原第二中学校→烏谷 亜紀 

新卒→松尾  唯樹 



 

 

1 2 3 4 5 6 1年 2年 3年

1 土 ○

2 日 ○

3 月 ×

4 火 ×

5 水 ×

6 木 ○

7 金 × ○

8 土 ○

9 日 ○

10 月 対 始 特 × × × ×

11 火 特 道 総 総 × × × ○

12 水 2 3 4 5 ○ ○ ○ ○

13 木 1 2 3 4 5 ○ ○ ○ ○

14 金 1 2 3 4 ○ ○ ○ ○

15 土 ○

16 日 ○

17 月 1 2 3 4 5 ○ ○ ○ ×

18 火 1 2 3 4 5 ○ ○ ○ ○

19 水 1 2 3 4 5 6 ○ ○ ○ ○

20 木 1 2 3 4 5 6 ○ ○ ○ ○

21 金 1 2 3 4 5 6 ○ ○ ○ ○

22 土 ○

23 日 ○

24 月 1 2 3 4 5 6 ○ ○ ○ ×

25 火 1 2 3 4 × × × ○

26 水 火５ 火６ 水２ 水３ × × × ○

27 木 水４ 水５ 水６ 木１ × × × ×

28 金 木２ 木３ 木４ 木５ × × × ○

29 土 ○

30 日 ○

家庭訪問①　尿検査1次

 ５月の主な予定      （ 令和５年 / 2023年 ）                                                              
　　　　1日（月）家庭訪問④

　　　　8日（月）第1回諸費引き落とし日

　　　　11日（木）・12日（金）1年生HR合宿

　　　　16日（火）3年生　修学旅行・進路説明会

　　　　19日（金）中間テスト（1教科30分で5教科を1日で行います）

家庭訪問②

眼科検診（1年）

家庭訪問③

昭和の日

リコーダー販売（朝）　クラブ結成　

リコーダー販売（朝）

耳鼻科検診（3年）　尿検査1次

ワーク販売（全学年）

3年生全国学テ　仮入部②

朝会　内科検診　仮入部③　　体操服登校

行 事 予 定 表

日 曜
学　　習　　活　　動

校　　　内　　　行　　　事
給　　食 部

活

動

入学式

始業式・対面式　2・3年クラス写真　プレイルーム対面式

給食開始　　二測定　聴力検査  体操服登校

心臓検診1次　仮入部②

1年生HR合宿説明会　クラブ紹介　仮入部①


